
 

令和８年度 第３回 荒川区地域経済活性化に関する分科会 次第 

 

日 時 : 令和８年８月１９日(水) 午前１０時００分～ 

場 所 : 荒川区役所５階 大会議室 

 

 

 

１ 開会 

 

２ 議題 「（株）極東精機製作所における共創の取組について」 

   （株）極東精機製作所 代表取締役社長 鈴木 亮介氏 

 

（１） 資料説明 
 

（２）意見交換 

 

 

３ 議題 「（仮称）あらかわモノづくり企業エコシステムについて」 

（１）資料説明 

 

（２）意見交換 

 

 

４ その他 

 

 

５ 閉会 

 

 

(配付資料) 

・資料１「（仮称）あらかわモノづくり企業エコシステムについて」 



（仮称）あらかわモノづくり企業エコシステムについて

令和8年8月19日
荒川区産業経済部
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地域経済活性化分科会におけるこれまでの検討状況
１ 荒川区地域経済活性化及び観光プロモーション推進協議会
令和７年度 ５月 全体の方向性の共有、意見交換

10月 各分科会の検討状況の共有、意見交換
3月 各分科会の成果共有

2 荒川区地域経済活性化分科会
令和７年度 ６月 「荒川区発の革新的企業を創出するためには」意見交換

８月 「企業同士の交流、スタートアップとの連携を図るには」意見交換
11月 「ものづくり企業間のネットワークの構築に向けて」意見交換
1月 分科会におけるこれまでの取組成果と次年度に向けて

令和８年度 ５月 大田区「羽田イノベーションシティ」視察
５月 品川区「品川産業支援交流施設SHIP」視察

▲大田区から事業説明 ▲HANEDA×PIO 視察 ▲品川区から事業説明 ▲SHIP視察

今後の方向性

・既存のモノづくり企業やスター
トアップ等の創業間もない事業
者が持続的成長を図られる仕
組みづくりが必要。

（仮称）あらかわモノづくり企
業エコシステムの構築へ
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１ 目的

（１）目的
区内企業、スタートアップ、大学、研究機関、
金融機関といった多様な主体が持つ「強み」を
つなげ、新たな連携と共創を促進する。

（仮称）あらかわモノづくり企業エコシステム イメージ図

（２）目標とする姿
・活発な企業コミュニティの形成
・区内企業の新たな取引先の獲得
・連携による区内企業の新製品・新技術開発の促進
・スタートアップ等の創業間もない企業の誘致・定着
・会員メンバーによる共同受注
・地域課題解決に向けた協働(ローカル・ゼブラ企業創出) 
など
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２ 事業内容（案）

共同開発や事業化に向け、エンジニア等の専門家やものづくり起業家、投資家等による支援を提供。専門家の配置

（１）活発なコミュニティと、情報が巡る環境をつくる
区内企業、スタートアップ、大学、金融機関等のエコシステム会員が日常的に情報交換できる場を運用。オンラインコミュニティの常設

新たな取引・共創につなげるため、リアルでの勉強会やピッチイベント、マッチングイベントを定期開催。交流・勉強会の開催

新たな参画企業を呼び込むため、エコシステム内の取り組みをHP・SNS、イベントで発信。ＰＲ、情報発信

（２）課題を掘り起こし、最適なパートナーを紹介する
週3日程度コーディネーターが窓口に立ち、会員企業の技術課題やニーズを掘り起こし。課題解決に繋
がるスタートアップ、大学、専門家、先輩起業家等を引き合わせる。コーディネータの配置

（３）共創プロジェクトの事業化に向け伴走支援する

ふらっとにっぽり５階にある、区運営のファッション関連創業支援施設。入居者支援、ファッション関連セミ
ナー、PR展示会等の実施。イデタチ東京

ふらっとにっぽり３階にある、無料のコワーキングスペース。平日１０時～１７時開設し、週３日コーディ
ネータを配置し相談対応の実施。ツムギバ

※新たな参画企業を呼び込むにあたり、以下事業をエコシステム内に統合する

目標とする姿に向けて、以下の事業を展開する。
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２ 事業内容（案）

▲ベンチャーフレンドリー塾（大田区）

ベンチャーフレンドリー塾
■概要
大田区の町工場とスタートアップを繋ぎ、新産業を創出する会員制コミュニティ・勉
強会。２か月に１回のペースで開催。
■主な目的
マインド醸成: 町工場がベンチャーと対等に伴走する「ベンチャーフレンドリー」な意識
を育む
共創の創出: ベンチャーのアイデア（つくりたい）と町工場の技術（つくれる）をマッ
チング
ネットワーク: 異業種交流や事例研究を通じた、大田区発のオープンイノベーション
の推進
■主催︓(公財)大田区産業振興協会
企画・運営︓ベンチャーフレンドリープロジェクト（大田区内有志町工場）

勉強会に関する参考事例︓ベンチャーフレンドリー塾について

ベンチャーフレンドリープロジェクト
■概要
大田区のモノづくり企業、有限会社安久工機が発起人となり2022年に立ち上げ
た、ハードウェアベンチャーと町工場を繋ぐための支援・リブランディング活動。
■体制
会 長︓田中宙（有限会社安久工機 代表）
副会長︓鈴木亮介（株式会社極東精機製作所 代表）
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３ 主な事業拠点

ふらっとにっぽり３階の「ツムギバ」を活用
※相談窓口には、週３日程度コーディネータを配置相談窓口の場所

ふらっとにっぽり３階多目的室
※最大７０名程度収容可イベント開催場所

▲ツムギバ ▲多目的室▲ふらっとにっぽり
（日暮里繊維街に所在）
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４ 運営体制など

専門ノウハウとネットワークを持つ事業者
により運営

・ エコシステム事業を軌道に乗せるためには、「新製品・新
技術開発支援」や「資金調達」といった高度な専門知識
に加え、投資家・大企業・起業家などの広範な民間ネッ
トワークの活用が不可欠。
・ 最も効果的な支援メニューや連携メニューを提案できる
最適な運営事業者を選定するため、公募型プロポーザ
ル（※）を実施する。
※官公庁などが公共事業の委託先を選ぶ際に、複数の企業から
企画提案を募る方式。価格だけでなく、企業の企画力や経験な
どを総合的に評価して委託先を決定。

エコシステム開始に伴い、MACC事業の終了

・これまで区内製造業の新製品開発支援を担ってきた
MACC事業について、令和８年度末に事業終了する。
今後、MACC会員企業について、エコシステム会員に登
録いただき、必要な支援を実施したい。
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５ 今後のスケジュール
令和８年度　荒川区地域経済活性化及び観光プロモーション戦略推進会議の運営スケジュール（案）
【令和８年８月１日時点】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

全体会議

第１回会議
【書面開
催】

第２回会議
【中間報
告】

　 第３回会議
【成果報
告】

地域経済活
性化に関す
る分科会

第１回会議
【大田区
「羽田イノ
ベーション
シティ」視
察】

第２回会議
【品川区
「品川産業
支援交流施
設SHIP」視
察】

第３回会議
【（株）極
東精機製作
所における
共創の取組
について、
（仮称）あ
らかわモノ
づくり企業
エコシステ
ムについ
て】

第４回会議
【（仮称）
あらかわモ
ノづくり企
業エコシス
テムの仕様
調整等】

第５回会議
【第３回全
体会前の調
整】

区 予算確定

【参考】エコシステムに関する9年度スケジュール
4月～11月 プロポーザル実施、事業者決定・契約締結、運用準備・会員募集等
12月～ 運営開始

令和８年度

R9年度予算要求


